
繊維産地の基本構造
織物産地を一例に、 工程と事業者のつながりを見る

産地は、 工程を担う企業と、 それを支える仕事がつながる地域
糸や布の受け渡しに加え、 技術・情報・取引の関係がものづくりを支えます。

糸・布ができる流れ

原料・原糸の調達

綿・羊毛などの原料、 または製造済みの糸を仕入れる

糸づくり・糸の加工

紡績・製糸などで糸を作り、 必要に応じて合糸・撚糸 
原糸から始める場合は、 必要な加工から進む

先染め:糸染め
綛・チーズなどの状態で糸を染める

後染めなど:糸染めを省く
布にしてから染める、 または無染色

製織の準備工程

経糸 たていと の準備

整経・糊付け サイジング
経通し 綜絖・筬に通す など

緯糸 よこいと の準備

    巻き返し・管巻きなど
織機に合わせて、 供給形態を整える

製織 織布

織機で経糸と緯糸を交差させ、 布にする

染色・整理加工

先染めの布

洗浄・糊抜きなどの後、  
風合い・幅・寸法を整える

後染めの布

糊抜き・精練など→生地染め 
→風合い・幅・寸法を整える

検反・出荷仕上げ
織り傷・汚れ・色・幅などを確認し、 反巻き・包装

生地として出荷 /製品化へ
  生地を販売・納品、 または、 裁断・縫製などを経て製品出荷

図の見方
工程名ごとに、 「一社」があるとは限らず、 すべてが同じ地域内に揃う必要もありません。  

                  このつながりの中で、 得意な素材・技術・製品や取引関係が積み重なり、 産地の特色になります。

※ 代表的な流れです。 素材・製品・設備により、 工程の省略・追加・順序変更があります。

 ※ 整経・糊付けは主に経糸の工程です。 検反は製織後など途中にも行われます。

※ 無染色・捺染などの経路は一部省略しています。

工程をつなぎ支える仕事

産地内外との連携

 企画・受注・調整

産元・商社・メーカー等

商品を企画し、 仕様を決める 
原料・加工先を手配する 
納期や品質を調整する 
販売先と産地をつなぐ

 設備・資材・物流

機料屋・部品屋 
織機メーカー・修理業者 
染料・薬剤などの資材業者 

運送・倉庫業者

技術・人材・情報

公設試験研究機関 
組合・教育機関など 

試験・開発・人材育成を支援

工程全体との連携

仕事の分け方は産地ごとに異なり、  
一社で複数工程を担う場合もあります。

原料の調達先・加工先・販売先は、  
地域の外にもつながっています
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